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柱が支える建物の安全と信頼 

SPAC工法 
Steel Plate and Aramidfiber Composite

耐震補強SPAC工法研究会 

●SPAC工法による耐震補強後 

●都内マンション（6階建て）補強前 ●壁との縁切り ●壁付柱の補強 

■建物概要 
・建築名称　汐見台会館  

・竣 工 日　昭和41年（1966年）  

・構　　造　5階建て　RC造　事務所建築 

SPAC工法の施工例 

●鉄骨ブレースによる耐震補強案（イメージ図） 

　　・外観が原設計を著しく損なってしまう 

　　・内部にブレースが配置され、会議室などの使用性 

　　　が大きく損なわれる 

SPAC工法研究会会員 

●施工前 

〒220- 0051　横浜市西区中央1-27-17 中央ビル 3-B  
　　　　　　　　　　TEL＆FAＸ 045- 322- 1733



同じ地震に遭遇しても、建物によって

損傷の程度が大きく違います。建て

られた時期、地形、構造、形状、ピロテ

ィの有無等で被害の程度は変わって

きます。 

所有されている建物の耐震性に不安はありませんか？ 

下の図は日本建築学会により、耐震診断の必要性を判断するために作成されたフロー図です。耐震診断が必要な建物であ

れば、是非ご相談ください。工法を熟知した専門の設計事務所による適切な耐震診断、補強設計を行えるようご要望にお応

えします。 

耐震診断が必要な建物とは？ 

耐震診断の費用に対し、地方公共団体からの補助が

あります。耐震改修に対しても補助や融資、税制面

での優遇措置等の支援制度が用意されています。 

耐震診断及び耐震改修に 
対する支援制度 

■優れた施工性 
重機を使用しないので騒音も少なく、条件により「居なが

ら施工」が行えます。また、従来工法に比べ、工期を短縮す

ることができます。 

■コストの低減 
状況に応じて柱の曲げ耐カの補強や劣化補修を同時に行

なえるため総合的な改修コストはそれぞれの工事を別々に

行わなければならない従来工法に比べ大幅な低減が図れ

ます。 

■柱の形状を選ばない 
腰壁、垂壁付き短柱や直交壁付き柱の補強も可能です。 

SPAC工法とは 

■ブレースや壁の増設を行わない補強設計が可能 
建物の使い勝手が変わらず、既存のデザインを守ることが

できます。 

■抜群の耐震補強効果 
地震時の水平耐力を想定した水平加力実験の一例を示すと、

せん断破壊が先行する柱を、SPAC工法で補強することに

より、曲げ降伏先行形に改善でき、結果的に約２倍の耐カと

なりました。 

SPAC工法の特長 

SPAC工法は、産学共同研究により生まれた工法です。既

存RC柱の外側に右図にあるように鋼板とアラミド繊維シー

トを配置し、柱との空隙をグラウトモルタルを充填すること

により一体化する工法です。鋼板とアラミド繊維シートが

桶のたがのような役目を担い、内側のコンクリートが地震

時に崩壊することを防ぎ、強度と靱性を向上させてます。

この工法は平成18年7月に（財）日本建築防災協会から工

法認定を取得しています（長柱のせん断補強について）。

鋼板と繊維シートの組み合わせにより、良好な補強効果を

もつことが認められました。 

劣化補修と耐震補強を組み合わせた適用方法 
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　　して下さい。 
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イメージ模型 

仕上げ塗料 

樹脂モルタル塗り 
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